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m906 Downmix Option 
 

m906サラウンド・ダウンミックス・オプション（別売）がインストールされたm906では、5.1ch

のサラウンドソースから簡単にステレオL+Rミックスを作り出すことができます。ダウンミック

スレシオはスタンダードなDolby準拠となっていますが、ユーザーによってセンターとサラウン

ドチャンネルのキャリブレートも可能になります。MUTE/SOLOボタンを長押しする事でダウン

ミックスモードに切り替わります。 

 

ダウンミックスモードにm906が切り替わるとLCDディスプレイに“DOWN MIX ACTIVE”と表

示され、Left/RightのControl Room OutputsからダウンミックスされたL+Rソースが出力されるよ

うになり、サラウンドのOUTPUTSはMUTEされます。さらにダウンミックスされたステレオソ

ースはヘッドホンアウト、MON>CUEアウトにもフィードされます。 

 

ダウンミックスのレシオはCALモード（キャリブレーションモード）での微調整も可能になって

います。ファクトリーセッティング（初期設定）は以下のようになっています。 

 

CENTER Channel downmix Ratio = -3dB 

LEFT and RIGHT Surround Channel downmix Ratio = -6.0dB 

 

 

downmix Ratioの微調整方法 

 

1、CALスイッチをプッシュしCALモードに入る（スイッチのLEDが点滅します） 

2、MUTE/SOLOスイッチをプッシュします。 

3、ダウンミックスが有効になりLCDディスプレイに“DOWN MIX RATIO - CENTER”と表示さ

れます 

4、CALという文字がヘッドホンレベルのLCDディスプレイに表示され、メインレベルのLCDデ

ィスプレイに現在のレシオが表示されます 

5、Main Level/Editロータリーエンコーダーでレシオを選択可能です。調整は(MUTE)、-6.0dB、

-4.5dB、-3.0dB、-1.5dB、0.0dB、1.5dB、3.0dBでセレクト可能です 

6、MUTE/SOLOボタンを再度プッシュして今度はLS、RSサラウンドチャンネルのダウンミック

スレシオを調整可能です。LCDディスプレイに“DOWN MIX RATIO - LS AND RS LEVEL”と表

示されます 



7、希望の状態にキャリブレートできたらCALモードを終了します。CALスイッチの点滅が消え

ます 

 

 

ダウンミックスでのMUTE/SOLOの機能について 

 

ダウンミックスモードが有効な場合にはSOLO/MUTEボタンの機能についても変更されます。こ

れによってそれぞれのサラウンドチャンネルのリファレンスを計る作業がすばやく実行できダ

ウンミックス作業に貢献します。 

 

ダウンミックス機能が有効になるとLEFT、RIGHT、SUBのMUTE/SOLOボタンは自動的に固定

され、LEFTとRIGHTが常にON、SUBチャンネルが常にOFFになります。 

CENTERとLS、RSについては以下のようになります。 

 

■SOLOモードがアクティブな場合には、SOLOになっているチャンネルはSOLOになっていない

チャンネルをMUTEにします（ダウンミックスに加えられない） 

 

■MUTEモードがアクティブな場合には、MUTEされているチャンネルはダウンミックスから除

外されます。 


